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研究分野：農学 
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１．研究計画の概要 

(1) 低温着色及びその抵抗性についての 

分子機構を解明する。 

 

(2) 低温着色抵抗性個体を識別する分子マ
ーカーを開発する。 

 

(3) 開発した低温着色抵抗性識別マーカー
の有効性について調査する。 

 

２．研究の進捗状況 

(1) 低温着色感受性品種トヨムスメ及び抵
抗性品種トヨハルカについて、種皮着色抑制
に関与する CHS 遺伝子の RNA 干渉（CHS 

RNAi）について比較調査を行った。その結果、
トヨムスメでは低温によって CHS RNAi が大
きく抑制されるのに対して、トヨハルカでは
低温による CHS RNAi 抑制程度が比較的小さ
いことが明らかになった。 

 

(2)  CHS RNAi が GmIRCHS によって誘導
されることが示唆されている。GmIRCHS 遺
伝子領域の構造について、トヨムスメ及びト
ヨハルカ間で比較調査を行った。その結果、
トヨハルカで GmIRCHS領域内に明らかな構
造差異を確認した。したがって、この構造差
異を利用して、低温着色抵抗性であるトヨハ
ルカ型を検出できる分子マーカー作出の可
能性が考えられた。 

 

(3) トヨムスメ及びトヨハルカ間で見出さ
れた GmIRCHS の構造多型を利用して、両者
を識別する PCR マーカーを開発した。 

 

３．現在までの達成度 

 ②おおむね順調に進展している。 

（理由） 

 研究計画に則り、低温着色及びその抵抗性
の分子機構を明らかにできた。さらに抵抗性
品種トヨハルカに特異的な構造差異を見出
すことによって、トヨムスメ型とトヨハルカ
型を識別できる分子マーカー開発まで到達
することができたため。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 開発された識別マーカーが実際に低温着
色抵抗性個体選抜に有効かどうかについて
調査を行う。 

 

５. 代表的な研究成果 
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